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研究成果の概要（和文）：本研究は心理実験的手法を通して，現代日本語形容詞の多義語を対象にプロトタイプ
義を認定し，多義モデルを構築することを目的としている。本研究の新規性は，双方向評定によるプロトタイプ
義認定の手法の確立にある。プロトタイプ義と拡張義の語義間における類似性が認められやすい方向に着目し，
語義間の類似度を評定していただく心理実験の結果から，プロトタイプ義及び拡張関係の解明を試みた。調査手
順として，先行研究の代表義リストと意味情報付与コーパスを統合的に活用しながら，クラウドソーシングで協
力者を募集し双方向評定を調べた。調査結果は生データ・集計データ・デンドログラムの形式でウェブサイトに
公開している。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to establish a prototypical meaning for polysemy of
 contemporary Japanese adjectives through psycho-experimental methods, and to construct a polysemy 
model. The novelty of this study lies in the establishment of a prototypical meaning recognition 
method based on interactive grading. Focusing on the direction in which similarity between 
prototypical and extensional meanings is tend to be recognised, we attempted to clarify prototypical
 meanings and extensional relations based on the results of a psychological experiment in which the 
degree of similarity between the meanings was rated. As a research procedure, the bidirectional 
grading was investigated by crowdsourcing, integrating the representative sense lists and semantic 
information corpus of previous studies. The results of the survey are published on the website in 
raw data, aggregated data and dendrograms.

研究分野：認知意味論

キーワード： 多義語　プロトタイプ　拡張　類似性　心理実験　言語学的テスト　コーパス　クラウドソーシング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通して，クラウドソーシングを用いた大規模調査による均衡コーパスの用例間に対する類似度評定から
多義語分析を行った。従来の研究では考案されていなかった，研究者の内省・直観によらない，複数の語に対す
る統一的な，再現性の高い手法の確立を試みた。クラウドソーシングを通して募集した協力者には，例文の類似
度を双方向に評定していただき，評定された類似度の高低からプロトタイプ義が認定できることを実証した。ま
た双方向の評定が，歴史的意味拡張の起点と現代の直観的プロトタイプの相違を調べる手法として活用できるこ
とを提案した。調査の結果はWebサイトで公開し，追試における比較検討に役立てられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 多義語とは，複数の関連する意味を持つ語であり，多義語の複数の語義はプロトタイプ義
と拡張義に分類される。多義語について，プロトタイプ義と拡張義，またその拡張プロセス
を明らかにしようとする研究は数多い。ただし，分析手法がさまざまに提案されてきたが，
多数の語を統一的に調査・検証できる手法は編まれていなかった。具体的には，言語学的テ
ストを用いた分析において研究者の内省・直観により再現性が低いという問題点があった。
また心理実験的手法を用いた分析において，手続き上，多数の語を扱えないという問題もあ
った。本研究では，均衡コーパスの用例とクラウドソーシングを用いた大規模調査を行い，
多義語分析を行う。これにより，多数の語を統一的な手法で分析する心理実験的手法を確立
する。共時的な概念的中心性は通時的な意味拡張の起点の一時点に過ぎず，両者は不可分な
関係であるため，再現可能な調査手法としても確立する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は大きく次の 2 点である。 
(1) 双方向評定による例文間類似度がプロトタイプ義認定に役立てられることを検証する。 

プロトタイプ義と拡張義には方向性があることが論証
されている（Lakoff 1987，Tuggy 1993）。プロトタイプ
義から拡張義に類似度を認めるとき，反対方向よりも
認知的負荷が軽いことが想定される。本研究では多義
間の類似度が認められやすい方向に着目し，双方向評
定を活用し，派生関係を調べる（図 1）。 

(2) 言語学的テストとの比較検討を行い，本研究が提案す
る手法の有効性を検証する。 
従来考案されてきた言語学的テストと本研究が提案す
る手法を比較し，それぞれが有効に働く範囲を調べる。 

                           図 1 語義の双方向評定 
３．研究の方法 
 目的(1)(2)に対応する調査として(1)(2)の方法を取った。 
(1) 例文間に対する双方向評定類似度によるプロトタイプ義認定 

①の手順でデータセットを作成し，②の方法で実施した。調査協力者は，20 歳以上の
Yahoo! Japan ID 所有者である。 
① a. 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』および『国語研日本語ウェブコーパス』から 
     用例を抽出する。 

b. 代表義情報付与済み多義語リスト（山崎・柏野 2017）と意味情報付与済み均衡コ
ーパスのデータ（加藤ほか 2019）を援用しながら，日本国語大辞典・分類語彙表
から語源と語義を付与する。 

c. 述定用法・装定用法・副詞的用法の用法別に分類する。 
d. 語義と用法別の用例分布を整理し，データセットを作成する。 

②  a. クラウドソーシングで数千名規模の調査協力者を募集し，調査を実施する。 
b. データセットの用例について，ある 1 文（指標文）から見てほかの文（判定文）が

似ているかどうかを 6段階でチェックしていただく（図 2）。 
c. 回答を語義・用法別に集計する。 

 クラウドソーシングとは，不特定多数の作業
者への簡単な仕事の外注である。Yahoo!クラウ
ドソーシングやランサーズなどのクラウドソー
シングサイトで，非常に小さい単位のタスクを
数千人規模で依頼できるサービスが提供されて
いる。大量の語彙・用例に対する大人数のアンケ
ート調査を安価に実施できる（浅原 2019）。なお，
タスクの性質上，指示文や用例を読まずに回答
できる。このような不適切な回答を排除するた
めに，調査協力の同意確認を兼ね，「同意する」・
「同意しない」をランダムに配置したチェック
設問を設けた。「同意しない」を選択した回答者
は「落選」となり，回答が回収されない。    図 2 調査画面の一部 

(2) 言語学的テストとの比較検証 
先行研究で考案されてきた，多義性を認める言語学的な方法を，語彙テスト・文法テス
ト・論理テストに区分して一覧し，有効範囲を検討する。それぞれのテストの仕組みと
特徴を分析し，本研究が提案する手法と比較する。 
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４．研究成果 
 目的(1)(2)に対応する成果が(1)(2)のように得られた。さらに研究を通して生じた，新たな
課題に取り組んだ成果として(3)(4)を報告する。 
(1) 例文間に対する双方向評定類似度によるプロトタイプ義認定 
①と②の仮説を立て，指標文と判定文を指定した双方向的な類似度評定の調査結果を先行
研究による言語学的テスト結果と照合し，プロトタイプ義の認定に活用できることを確認
した。 

① 例文に対する類似度双方向評定において，指標文で類似度が高く評定された意味は，
プロトタイプ性が高い。 

② 歴史的意味拡張の起点が指標の場合より，ある拡張義を指標に類似度が高く評定され
た例は，歴史的意味拡張の起点と現代の直観的プロトタイプが相違している可能性が
ある。 

         表 1「長い」の用例間類似度双方向評定 
「長い」の事例を
報告する。表 1 に
おいて，0 から 5
までの 6 段階評
定で中間が2.5で
あるため，3 以上
の高めの評定に
白丸（○）を，2
未満の低めの評
定に黒丸（●）を
付している。同じ
語義間で類似度
が高く評定され，
別義間では低く
評定された。表 2
の類似度評定平
均から〈空間〉を
指標文としたと
き，〈時間〉及び
〈態度・性格〉へ
の評定が反対方
向より高いこと
が見て取れる。こ
のことから〈空
間〉をプロトタイ
プ義に認定でき
る。この結果は，
言語学的テストを                 表 2「長い」の類似度平均 
用いる籾山（1995）の結果と整合する。 
本研究を通して 60 語に対する調査を実施した。拡張
義を指標文として評定した場合に高い値が認められ
る事例もあり，現代の直観的プロトタイプが意味拡張
の起点と異なっている可能性が示唆された。 
 
(2) 言語学的テストとの比較検証 
 言語学的なテストと本研究で提案する心理実験的手法とを比較し，多義語に対してそれ

ぞれが有効に働く範囲の検証を進めた。心理実験的手法による双方向評定類似度は，プロト

タイプ義の認定において，母語話者の言語直感を反映する資料として役立てられることが

わかった。また抽象的な語義に区分が設けられる傾向が認められた。言語学的テストは語彙

テスト・文法テスト・論理テストのいずれかによって認められる語義の粒度が異なる。また

適用できる品詞の範囲が異なっていた。早瀬（2018）が指摘するように，分析の対象となる

意味そのものが柔軟であるために，言語学的テストでは適用範囲が限定されたり機能が剛

柔であったりと，ただ一つのテストでは区分の妥当性が懸念される。語に応じた適用範囲の

テストを複数用いる他，心理実験の結果も分析に活用することで，実証的に多義語の実態が

明らかにできる。本研究を通して得られた調査の結果は，生データ・集計データ・デンドロ

グラムの形式で，多義語に対する言語直感を実証研究に活用することを目的に，ウェブサイ

ト（https://sites.google.com/view/tagimusubi/%E5%A4%9A%E7%BE%A9%E7%B5%90%E3%81%B3）で公開している。 

1彼の案�
で、憧れの
自由を�喫
するアン。
【長い】�
をバッサリ
切ったり、
アイスクリ
ームをなめ
なめ�いた
り、スクー
ターに�っ

34【長い
】まつ毛を
通して�い
目が光って
いたが、

15丸い下
半身は折り
たたみがで
き、左右に
突起があり
、尾はフェ
ンシングの
�のように
【長く】な
っています
。

35仕事中
は、動きや
すくて脚が
【長く】見
えるパンツ
が大活躍！

23シムズ
は【長い】
鼻の脇をか
いた。

9大型の盆
栽では葉を
【長く】、
小型の盆栽
では葉を短
く仕立てて
いる。

3人がやっ
とすれ違え
る程度の、
細くて暗く
【長い】ト
ンネル。

8日暮れか
ら旅籠町の
町はずれに
鐘や太鼓や
松明を手に
集まりはじ
めた群衆は
、どんどん
膨れ上がっ
て【長い】
行列になり
、

25百五十
メートルほ
ど行って、
白川は、「
ここです」
と、足を止
めた。軒が
【長く】突
き出してい
る。

2実際には
決して【長
く】はない
道のりだっ
たはずなの
に、記憶の
中の廊下は
、どこまで
もまっすぐ
につづいて
いた。

21「明白
な事実」も
「正義」も
一世紀前の
かなり【な
が】ったら
しい文体で
書かれてい
るが、

0それまで
は東京から
ずっと運転
していくの
は康次と決
まっていた
。【長い】
道中も康次
は�にしな
い。

24前置き
がずいぶん
【長く】な
った。

5【長い】
打ち合わせ
だった。�
がつくと2
時間以上�
過していた
。

6六月七日
に神
を出
港して以�
、【長く】
苦しい一ヶ
月の船旅で
あった。

7�まずか
った。かな
り【長い】
あいだ沈�
が�いた。

10自分が
やってもら
っているな
ら、1分間
は【長い】
と思わずに
待てるけれ
ど、

11不遇時
代が【長か
っ】たせい
か、米倉は
かなりの苦
�人だ。

14フラン
スからの�
立をめざし
て【長く】
	うこの島
の人々はフ
ランス人と
いうよりコ
ルシカ人と
しての意識
が強いのだ
という。

20アメリ
カの排日問
題は、その
後も【長く
】尾を引い
ていた。

22ブラウ
ンは、国務
省に所属し
ていた。『
ジャパン�
アドヴァイ
ザー』紙の
編集を担�
して、日本
�在が【永
かっ】た。

4いくら最
初のコスト
は低くても
、メンテナ
ンスが容易
に美しくで
きないもの
は、【長い
】目で見る
とかえって
高いものに
なってしま

31「これ
じゃ、いつ
になるか分
からないわ
」と、いつ
もは�の【
長い】家�
もしびれを
切らしてい
う。

26先生は
首を【なが
く】してこ
の本の到着
を待ってい
るにちがい
ない。

27本�に
鶴のように
首を【長く
】して待っ
ていたこと
がうかがえ
た。

18�をう
しなってい
るふたりの
男女をみて
、飴屋はま
た�を【な
がく】した
。

28矢場に
は小意�な
ちょっと“
いい女”が
いるのが通
例で、近所
の男衆、道

息子が鼻
の下を【長
く】して通
って�る。

29父はも
う映画にど
んどん出て
ましたけど
、大抵がち
ょっと鼻の
下の【長い
】社長とか
恐妻家とい
う役だった
から、

30大学時
代に自民党
に入ること
を�められ
ても、【長
い】ものに
は�かれた
くないから
と�ってい
る。

32【長い
】

33【長】
っ！

PM11_00
013,9880

PB49_00
007,5670

PB24_00
012,1416
0

PM51_00
077,8576
0

PB19_00
306,1370
0

PM24_00
003,2385
0

PN2d_00
004,1257
0

PM12_00
011,2410
0

LBf9_001
20,25320

PN4g_00
006,1220

LBh2_00
033,6331
0

PM31_00
020,4414
0

LBk9_00
214,2422
0 

PM25_00
084,5194
0

PB47_00
01,17220

PB59_00
003,1325
0

PB26_00
004,1424
0

PM41_00
071,9700

PB39_00
017,6555
0

LBd2_00
012,4582
0

LBm2_00
068,8480

PB35_00
013,5144
0

PB52_00
205,2990

LBm8_00
015,1321
0

LBm9_00
166,2708
0

LBt9_001
66,23100

LBk3_00
001,2124
0

PM31_00
214,1610
0

PB32_00
168,1854
0

空間 空間 空間 空間 空間 空間 空間 空間 空間 空間/時間 空間/時間 空間/時間 空間/時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間 のんびり のんびり �� �� �� 緩んだ 緩んだ 強力な 終止形 い落ち形
用法 修飾 修飾 叙述 副詞 修飾 副詞 修飾 修飾 副詞 修飾 修飾 修飾 叙述 修飾 修飾 修飾 叙述 叙述 副詞 副詞 叙述 修飾 叙述 叙述 叙述 副詞 叙述 叙述 修飾

1彼の案�で、憧れの自由を�喫
するアン。【長い】�をバッサリ
切ったり、アイスクリームをなめ
なめ�いたり、スクーターに�っ

PM11_00
013,9880

空間 修飾

3.56 2.9 3.14 3.12 3.36 2.88 2.7 3.2 2 1.76 1.6 1.54 1.92 1.18 1.26 1.5 1.38 1.4 1.88 1.24 1.72 1.38 1.42 1.74 1.4 1.8 2.46 1.32 3.3 2.88

34【長い】まつ毛を通して�い
目が光っていたが、

PB49_00
007,5670

空間 修飾

3.92 3.44 3.64 3.3 3.36 2.94 3.18 2.9 2.5 2.02 1.46 1.82 1.44 1.14 1.32 1.6 1.46 1.48 1.82 1.36 1.7 1.58 1.78 1.74 1.56 2 1.7 1.7 3.2 3.02

15丸い下半身は折りたたみがで
き、左右に突起があり、尾はフェ
ンシングの�のように【長く】な
っています。

PB24_00
012,1416
0

空間 叙述

3.5 3.16 3.42 2.86 3.54 3.04 3.42 3.22 2.18 1.94 1.82 1.24 1.42 1.4 0.92 1.7 1.36 0.92 1.52 0.9 1.04 1.74 1.84 2.36 1.44 1.78 2 1.38 3.44 3.14

35仕事中は、動きやすくて脚が
【長く】見えるパンツが大活躍！

PM51_00
077,8576
0

空間 副詞

3.5 3.68 3.58 3.04 3.52 2.76 3.2 3.56 2.08 1.52 1.94 1.82 1.42 1.34 1.44 1.62 1.4 1.04 1.64 1.16 1.14 1.24 1.7 2.08 1.56 2.02 1.84 1.4 3.26 3.5

23シムズは【長い】鼻の脇をか
いた。

PB19_00
306,1370
0

空間 修飾

3.46 3.22 3.06 3.32 3.38 2.88 2.78 3 1.86 1.74 1.8 1.24 1.5 1.42 1.32 1.44 1.12 1.32 1.3 1.08 1.18 1.2 1.46 2.08 2.28 1.98 2.34 1.08 3.08 2.48

9大型の盆栽では葉を【長く】、
小型の盆栽では葉を短く仕立てて
いる。

PM24_00
003,2385
0

空間 副詞

3.42 3.7 3.36 3.56 2.62 2.88 3.22 3.26 2.14 1.98 1.42 1.52 1.24 1.22 1.32 1.46 1.38 1.28 1.32 1.18 1.3 1.36 1.52 1.98 1.12 1.54 1.86 1.3 3.22 3

3人がやっとすれ違える程度の、
細くて暗く【長い】トンネル。

PN2d_00
004,1257
0

空間 修飾

2.98 3 3.12 3.02 2.4 3.2 3.44 3.42 2.84 2.02 2.88 1.28 1.78 1.64 1.12 1.6 1.82 1.78 1.52 1.24 1.38 1.46 1.62 2 1.64 1.32 1.6 1.16 3.48 3.02

8日暮れから旅籠町の町はずれに
鐘や太鼓や松明を手に集まりはじ
めた群衆は、どんどん膨れ上がっ
て【長い】行列になり、

PM12_00
011,2410
0

空間 修飾

2.88 3.18 2.76 2.58 2.8 2.96 3.44 3.08 2.32 1.86 2.26 1.86 1.68 1.06 1.64 1.32 1.3 1.2 1.34 1.24 1.54 1.28 1.1 1.86 1.48 1.78 1.88 1.52 3.12 3.08

25百五十メートルほど行って、
白川は、「ここです」と、足を止
めた。軒が【長く】突き出してい
る。

LBf9_001
20,25320

空間 副詞

2.66 3.38 3.46 3.3 2.48 3.08 3.34 2.78 2.1 1.52 1.84 1.68 1.68 1.4 1.54 1.04 1.22 1.62 1.74 1.52 1.62 1.5 1.82 1.74 1.54 1.46 1.92 1 3.26 2.82

2実際には決して【長く】はない
道のりだったはずなのに、記憶の
中の廊下は、どこまでもまっすぐ
につづいていた。

PN4g_00
006,1220

空間/時間 修飾

2.1 2.2 1.6 2.2 1.66 2.04 2.7 2.34 2.52 1.66 3.38 2.38 2 2.66 2.24 2.3 2.4 2.28 2.28 1.88 2.2 1.56 1.68 2.06 1.3 1.18 1.8 0.86 3.18 2.52

21「明白な事実」も「正義」も
一世紀前のかなり【なが】ったら
しい文体で書かれているが、

LBh2_00
033,6331
0

空間/時間 修飾

1.98 2.16 1.82 1.44 1.88 1.92 2.12 1.84 2.22 1.76 2 3.1 1.82 1.74 2 1.96 2.04 1.82 2.02 1.64 1.9 1.74 1.78 1.76 1.54 1.56 1.74 1.52 2.86 3

0それまでは東京からずっと運転
していくのは康次と決まっていた
。【長い】道中も康次は�にしな
い。

PM31_00
020,4414
0

空間/時間 修飾

1.8 1.64 1.96 2.06 1.72 1.62 2.78 2.32 1.92 3.46 1.42 2.56 2.92 2.98 2.38 2.58 1.82 2.08 2.18 1.84 2 1.66 1.84 1.78 1.6 1.26 1.5 1.56 2.78 2.26

24前置きがずいぶん【長く】な
った。

LBk9_00
214,2422
0 

空間/時間 叙述

1.66 1.52 1.26 1.36 1.56 1.24 1.8 1.78 1.06 2.46 2.44 2.3 3.84 3.16 3.14 3.42 2.7 3.04 2.7 1.92 2.48 2.22 2.02 2.1 1.4 1.58 1.44 1.5 3.1 2.82

5【長い】打ち合わせだった。�
がつくと2時間以上�過していた
。

PM25_00
084,5194
0

時間 修飾

1.5 1.14 1.78 1.22 1.64 1.12 1.68 1.64 1.74 2.34 1.36 3.08 3.44 3.5 4.02 3.84 3 3.24 3.24 2.64 2.5 2.08 1.86 1.84 1.3 1.34 1.14 1.38 2.94 2.38

6六月七日に神
を出港して以�
、【長く】苦しい一ヶ月の船旅で
あった。

PB47_00
01,17220

時間 修飾

1.2 1.16 1.58 1.16 1.5 1.2 1.8 1.44 1.42 2.78 1.34 3.12 2.96 3.56 3.42 3.28 3.76 3.56 2.84 2.84 2.64 1.82 1.92 2.22 1.5 1.48 1.22 1.46 3.06 2.68

7�まずかった。かなり【長い】
あいだ沈�が�いた。

PB59_00
003,1325
0

時間 修飾

1.3 1.24 1.24 1.28 1.52 1.48 1.9 1.28 1.38 2.26 1.66 2.36 3.32 3.4 3.18 3.62 3.02 2.66 3.18 2.16 2.26 2.3 2.06 2.42 1.76 1.56 1.06 1.4 2.68 2.44

10自分がやってもらっているな
ら、1分間は【長い】と思わずに
待てるけれど、

PB26_00
004,1424
0

時間 叙述

1.52 1.28 1.52 1.82 1.62 1.3 1.64 1.18 1.26 2.18 1.28 2.84 3.32 3.84 3.32 3.58 3.06 3.04 2.7 2.7 2.5 2.36 1.8 2.04 1.38 1.36 1.14 1.46 2.98 2.7

11不遇時代が【長かっ】たせい
か、米倉はかなりの苦�人だ。

PM41_00
071,9700

時間 叙述

1.24 1.54 1.26 1.36 1.34 1.34 2 1.52 1.72 2.88 1.5 2.82 2.82 3.42 3.32 3.3 3.12 3.36 3.34 3.2 3.2 2.24 1.72 2.48 1.5 1.42 1.3 1.26 3.04 2.44

14フランスからの�立をめざし
て【長く】	うこの島の人々はフ
ランス人というよりコルシカ人と
しての意識が強いのだという。

PB39_00
017,6555
0

時間 副詞

1.22 1.38 1.38 1.42 1.48 1.34 2.04 1.34 1.42 2.74 1.8 2.94 2.76 3.24 3.72 3.24 3.3 3.86 3.42 2.88 2.7 2.5 1.68 2.46 1.64 1.22 1.34 1.04 2.8 2.56

20アメリカの排日問題は、その
後も【長く】尾を引いていた。

LBd2_00
012,4582
0

時間 副詞

1.32 1.58 1.28 1.62 1.02 1.54 1.48 1.34 1.2 2.46 1.98 2.56 2.84 2.88 3.3 3.34 2.94 2.96 3.52 2.8 2.92 2.14 2.14 1.86 1.5 0.9 1.28 0.96 2.58 2.84

22ブラウンは、国務省に所属し
ていた。『ジャパン�アドヴァイ
ザー』紙の編集を担�して、日本
�在が【永かっ】た。

LBm2_00
068,8480

時間 叙述

1.28 0.96 1.04 1.3 1.32 1.22 1.52 1.08 0.98 2.06 1.58 2.22 2.2 3.08 3.32 2.4 2.82 3.32 2.74 2.92 1.94 1.78 1.46 1.3 1.28 1.28 1.02 1.4 2.56 1.76

4いくら最初のコストは低くても
、メンテナンスが容易に美しくで
きないものは、【長い】目で見る
とかえって高いものになってしま

PB35_00
013,5144
0

のんびり 修飾

1.48 1.4 1.18 1.24 1.56 1.32 1.32 1.34 1.22 2.04 1.52 2.16 2.52 2.82 2.9 2.52 2.66 3.04 2.56 3.12 2.02 2.92 2.08 2.42 1.6 1.84 1.58 2.02 2.92 2.44

31「これじゃ、いつになるか分
からないわ」と、いつもは�の【
長い】家�もしびれを切らしてい
う。

PB52_00
205,2990

のんびり 叙述

1.34 1.22 1.42 1.16 1.44 1.12 1.16 1.14 1.26 1.96 1.44 1.3 2.1 1.84 1.86 2.68 2.5 2.38 2.32 1.94 1.38 3.06 2.98 2.76 1.88 1.5 1.68 1.4 2.74 2.32

26先生は首を【ながく】してこ
の本の到着を待っているにちがい
ない。

LBm8_00
015,1321
0

�� 叙述

1.54 1.98 1.38 1.28 2.42 1.38 1.28 1.66 1.28 1.46 1.6 1.48 1.86 2.2 2.2 2 1.82 1.64 1.9 2.2 1.38 2.56 2.9 3.82 2.52 2.76 2.3 1.9 2.72 2.1

27本�に鶴のように首を【長く
】して待っていたことがうかがえ
た。

LBm9_00
166,2708
0

�� 叙述

1.38 1.92 1.6 1.76 1.54 1.82 2 1.94 1.96 1.72 1.56 1.96 1.76 1.72 1.72 2 1.58 1.94 2.06 2.22 1.26 2.8 2.96 4.28 2.56 2.78 2.54 1.9 2.86 2.44

18�をうしなっているふたりの
男女をみて、飴屋はまた�を【な
がく】した。

LBt9_001
66,23100

�� 副詞

1.36 1.44 2.02 1.4 1.9 1.2 1.76 1.52 1.5 1.32 0.94 1.56 1.4 0.94 1.6 1.64 1.22 1.6 1.54 1.62 1.2 2.06 2.04 2.9 2.96 2.92 2.4 1.84 2.86 2.24

28矢場には小意�なちょっと“
いい女”がいるのが通例で、近所
の男衆、道
息子が鼻の下を【長
く】して通って�る。

LBk3_00
001,2124
0

緩んだ 叙述

1.68 2.08 1.62 1.76 2.4 1.76 1.06 1.68 1.66 1.64 1.4 1.3 1.5 1.32 1.36 1.18 1.4 1.38 1.04 1.54 0.82 1.64 1.8 3.02 3.1 3.3 3.78 1.5 2.62 2.16

29父はもう映画にどんどん出て
ましたけど、大抵がちょっと鼻の
下の【長い】社長とか恐妻家とい
う役だったから、

PM31_00
214,1610
0

緩んだ 叙述

2.02 1.88 1.58 1.84 2.36 2.04 1.68 1.5 1.54 1.44 1.68 1.38 1.24 1.5 1.54 1.16 1.32 1.26 1.5 1.54 1.06 1.62 1.7 2.84 2.5 2.76 3.5 1.82 2.58 2.54

30大学時代に自民党に入ること
を�められても、【長い】ものに
は�かれたくないからと�ってい
る。

PB32_00
168,1854
0

強力な 修飾

1.44 1.3 1.54 1.6 1.6 1.4 1.26 1.36 1.4 1.54 1.8 1.4 1.1 1.44 1.18 1.3 1.24 1.36 1.36 1.36 0.82 1.76 1.48 1.8 1.58 1.52 1.72 1.78 2.68 1.74

32【長い】 終止形

3.48 3.2 2.98 2.72 3.22 2.76 3.52 2.86 2.74 2.9 2.44 3.14 3.26 2.96 2.74 3.28 3.42 2.68 2.7 2.94 2.32 2.46 2.94 2.32 2.48 2.6 2.64 2.74 3.26 3.08

33【長】っ！ い落ち形

2.96 3.02 3.14 2.78 2.48 2.92 2.9 2.66 3.12 2.7 2.1 2.74 2.78 3 2.8 2.4 2.58 2.54 2.32 2.4 1.72 1.96 2.14 2 2.34 1.86 2.08 2.04 1.8 3.6

意味

サンプルID
,開始位置

用例

空間 空間/時間 時間 態度・性格
空間 3.17 1.87 1.40 1.69
空間/時間 1.88 2.41 2.29 1.60
時間 1.35 2.32 2.91 1.62
態度・性格 1.70 1.50 1.63 2.56



 

 

(3) 多義語と文法の関係 
 本研究を通して多義語の実態を明らかにするために，多義語と統語的特徴の関係を分析
する必要性が生じた。従来，多義語が語義ごとに異なる統語的特徴を持つのは辞書意味論の
立場から語義が意味的に充足するために要求される項構造が要因だと考えられていた（仁
田 1977，Pustejovsky 1995）。本研究の量的調査を通して，統語的特徴が語義の拡張プロセス
に起因している可能性が認められた。多義語はプロトタイプ義からの拡張によって発生し，
その拡張プロセスにおいて拡張元との識別のために統語的特徴を要請している場合がある
ことを定性的な分析から検討した。多義語の語義と統語的特徴の関係は語義という要素の
みに還元できない，多義語が持つ拡張プロセスによる全体論的なあり方によって説明可能
になる。本研究では形容詞が取るニ格名詞句，二重主語構文，語幹構文という部分的な現象
ではあるが，多義語の語義と統語的特徴の関係に対して拡張プロセスを動機付けとした説
明を試みた。多義語の語義と統語的特徴は拡張元，また拡張先の意味に応じて文法的な制約
が課される点で文法的な知識に支えられている。一方，統語的特徴もまた多義語の拡張プロ
セスによって説明可能な，意味の実現に資する制約が現象している。今後様々な統語的特徴
を射程に事例を幅広く扱うことで，多義語の実態が明確にできると考えられる。 
 
(4) 多義語の習得プロセス 
 母語話者の言語直感を調査する心理実験を通して多義語の心的実在性を実証する必要性
が生じた。人間の認知能力に基づいて，多義語のメカニズムを解明しようとする研究には蓄
積があり，本研究もこれに位置付けられる。一方で多義語の分析はアーティファクトである
という批判が根強い。語に多義性を認めない立場に，大別して，語に意味を認めず人が具体
的な用法をその都度解釈していると考える用法説と，日常的な言語運用で話者が多義性を
意識することがないため，多義性が研究者による創作に過ぎないと考えるアーティファク
ト説がある（図 3）。多義語の心的実在性に関する議論が未だ続いている中で，本研究の心
理実験的手法が役立てられると考えた。心理実験では私たち一人一人が習得した言語の経
験をもとにカテゴリー化のプロセスが
追究できるためである。本研究の成果
から，母語話者の多義語に対するカテ
ゴリー化のプロセスを示し，多義性の
心的実在性の実証を試みた。今後は大
人の言語直観だけでなく，子どもが現
代日本語の多義語を習得するプロセス
を調査することで，多義語の言語知識
を形成する基盤となる，比較する認知
能力によるカテゴリー化が検証され，
多義語の心的実在性が検討できる。 
                  図 3 多義語の心的実在実証の必要性 
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